
 

 

 

 

 

 

 

主幹教諭 髙島 洋子 

このところ、メディアで小学生の間で大流行しているという AI キャラクターが話題になっています。最初はアニメーション

からでも生まれたのかと思ったのですが、「イタリアン・ブレイン・ロット」という、生成 AＩで作った動物と何かを合わせて作ら

れた作者不詳のキャラクター。「トゥントゥントゥンサフール」など、イタリア風の名前のキャラクターが、ナンセンスな語りや歌

を歌う動画だというのです。私も実際に動画を見てみたのですが、なんと再生数の多いもので 3041 万再生。刻むリズム、

何となく口ずさんでしまう歌詞、よく言えば個性的な画像…楽しそうだけれど、ストーリー性もないし、このキャラクターが日

本の子どもの間で大流行？と疑問を感じました。 

では、日本生まれのキャラクターはどうでしょうか。近年、日本で多く見られる海外の方が、日本を目指した理由の一つ

に、日本生まれのアニメーションやキャラクターをよく挙げています。それは理由を聞くと、「友情」や「家族愛」、「思いやり」

や「向上心」など、単なる「おもしろさ」ではない『道徳的な要素』が含まれるからだと感じます。日本人は、子どもの頃から、

その登場人物に自身を投影して考えたり、ストーリーの背景を考えることで多角的な物の見方を養ったりしてきました。つま

り、日本では幼い頃から、道徳的な学びをアニメーションや、そこに登場するキャラクターを通して得ることができたのです。 

 

世界は今、生成ＡＩという、尋ねるとどんなことでも答えをくれる友人を手にしようとしています。ＡＩは便利で、使い方によっ

ては我々の生活の中で大きな成果を発揮することも確かです。我々大人も、子どもたちも、気軽に、楽しく、自分にとって快

いと感じるものが手軽に得られる時代になりました。 

先日、とある大学教授が「テレビやラジオは最低限の一線は守るが、ＡＩはどんな気持ち悪いものでも作る」と話している

新聞記事を読みました。単に「楽しい」という枠を超え、誰かが意図的にＡＩを操作することで、映像や画像の受け手の思考

や判断力にも、大きな影響を与えることができるという怖さも含んでいるというのです。そして現に今、誰が発信したのか分

からない、ＡＩによる無意味に繰り返される中毒性のある動画が生まれ、多くの人がリピート再生をしています。この「イタリ

アン・ブレイン・ロット」に限らず、便利である生成ＡＩは、その使い方によって、人から「なぜ」「どうして」といった「考える時

間」を失わせるきっかけになりつつあるのではないでしょうか。 

  

今月、本校の先生方がＳＮＳやＬＩＮＥなど、ネットリテラシーに関する研修を受けてきました。また、御家庭にも本校から

『和光小デジタルシティズンシップ１０か条』というプリントが配付されたことと思います。生成ＡＩを含めたネットの活用の仕

方、そのリスクについても含めて、ぜひお子さんと話題にしていただければと思います。私たち大人もまた、情報化社会の中

で時に足を止めて、自分自身を見つめ直してみるのもよいかもしれません。画面よりも、家族や友人、周囲の人と向き合い、

長期休業中でしかできないたくさんの時間を、お子さんと共有していただけたらと思います。 

皆様、どうかよいお年をお迎えください！ 
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札幌市立和光小学校 

学校だより 第１１号 

令和７年(2025 年)1２月２５日  

人間は考える葦である 

    
  

 
 WakoRoom 持ち物について確認を！ 

和光小学校では、年度当初に配付しております『Ｒ７よくわかる和光小学校』に記載のあるとおり、「学習に必要のないも

の」は持ってこないことになっています。学習に集中して取り組むことができるよう、また紛失やトラブルを防ぐことができるよ

う、持ち物について学校全体で確認をしました。『Ｒ７よくわかる和光小学校』を参考に御家庭でもお子さんの持ち物を改め

て確認していただきますようお願いします。 

□筆入れにキーホルダーはつけません 

□かばん、ランドセルにキーホルダーはつけません（自分の身を守るもの（反射材や防犯ブザー等）はつけてもよいです） 

□学習に必要のないメモ帳、シールなどは持ってきません 

 

学校からの情報につきまして

は、ＨＰも御覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

☆冬休み中の連絡☆ 

 冬休み中に、事件・事故等に遭ったり、転校が

決まったりした場合は、お手数ですが学校まで御

連絡ください。なお、１月５日、６日は冬季休校

日となっております。御理解のほどよろしくお願

いします。 
時間：９時00分～16時00分 

℡：736-7351  
（土・日・祝日、12/27～1/6を除く） 

 

３学期始業式 １月１５日（木） 
４時間授業（給食あり） 

下校予定時刻：１３時０５分頃 
 登校時間は通常どおり(８:１５～８:３０)で
す。８時25分までに玄関を通過できるように登
校させてください。なお、持ち物等につきまし
ては、学年便りで御確認ください。 

スキー保管場所  
たんぽぽ・３～６年生は、１月１５日

（木）からスキー用具を学校へ持ってくる
ことができます。１・２年生については学
年便りで御確認ください。学校保管中は、
土曜・日曜には、スキー用具の持ち込み、
持ち出しはできません。  

土曜・日曜にスキー用具を使用する場合
は、平日に取りに来ていただくようお願い
いたします。詳しくは、学年便り等を御覧
ください。  
◇スキー  →１階ホール  スキー立て  
◇スキー靴→各教室またはワークスペース  

和光小の夏のエコライフレポートの取組 
CO₂ が7161㎏削減！ 

 今年の冬休みも児童全員で「エコライフレポー
ト」に取り組みます。札幌市が市内における二酸化
炭素など温室効果ガス排出量を2050年には実質ゼロ
にする「ゼロカーボンシティ」を宣言したことを踏
まえて、地球温暖化の原因となっている二酸化炭素
の排出を抑えるためのエコ行動について、自ら考え
実践を促す内容としています。頑張ることができた
らカレンダーに○印を付けます。御家庭でもお子さ
んの頑張りを応援していただければと思います。 

１月・２月の資源回収は実施いたしません！ 

１月と２月は、積雪により道路が狭くなり、資

源回収車が各御家庭を回ることができないため、

実施いたしません。なお、次回のＰＴＡ資源回収

は３月２６日（木）となります。 

1月   ５日（月）冬季休校日  

６日（火）冬季休校日      

１２日（月）成人の日         

１５日（木）始業式  

（４時間授業  給食後 13:05下校）  

交通安全指導（～ 19日まで）  

図書返却（全学年） ALT 

１６日（金）全校４時間授業  ALT 

（給食後 13:05下校）  

１９日（月）避難訓練週間（～ 23日まで）  

      全校 5時間授業  ALT 

２０日（火）全校 5時間授業  

２２日（木） ALT 

２３日（金） ALT 

２６日（月） ALT 

２８日（水）児童委員会⑫  ⑥６時間授業  

２９日（木） ALT 

３０日（金） ALT 

 有意義な冬休みを 

冬休みは子どもたちが学校を離れ、家庭や地
域での生活を通して自分を見つめ直し、自らの
生活を創造していくよい機会です。一人一人に
とって、有意義で充実した冬休みとなるよう御
家庭でも次の点について御指導をお願いしま
す。 
○創意ある生活の工夫 
～自分にあった無理のない学習や生活の計画を立て
あその実現に向けて努力する。 
○健康な体づくり 
～進んで戸外での運動や遊びを行い、体力づくりや

健康増進に努める。 
○冬の事故防止 
～視界不良や路面凍結等冬道の危険性を理解し、事 

故を未然に防ぐよう努める。 
～屋根からの落雪・落氷に注意する。   
～路肩の雪山や路上でのそり、スキー遊び、川での

遊び等、危険な遊びは避け、安全な生活を心掛け
る。 

～スキー・スケート等に行く場合は、事前に用具の
点検を十分に行い、注意事項やマナーを守り、安
全第一に滑走する。 

○不審者に注意 
～不審者に声をかけられたり連れていかれそうにな

ったりしたら、大声で助けを呼んだり、近くの家
や子ども110番、コンビニ等に逃げ込んだりする。
少しでも「変だ」と思ったら迷わず警察（110番）
に通報する。 

 

一家庭一役「交通安全指導」について 
 期間：令和７年１０月～令和８年１月  

担当：２年生と５年生   

御協力よろしくお願いします。通学路の除雪

状況なども含めて、見守っていただければと思

います。よろしくお願いいたします。  

津田友里恵教諭の退職について 

 たんぽぽ学級担任の津田友里恵教諭ですが、

家庭の事情で道外への転居が決まり、それに伴

い１２月末で退職することとなりました。学校で

は、職員一同引き続き子どもたちを支えて参りま

すので、御理解と御協力のほどよろしくお願いい

たします。  


